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光
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.
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三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
五
卷
第
十
二
號 

. 

'

ニ
、

(

八
三
〇〕

ス

は

现

わ
れ

紀
元

前

五
一

一

一
八

年

ペ
ル

シ
：
々
主

ク

ャ

ス

'に
よ
る
バ
ゼ
ね
ン
の
無
血
の
城
と
捕
囚
民
.に
對
す
為
ェ
ル
サ
レ 
<
再
建
の
許
可
が
事 

實
と
な
•っ
て
現
わ
れ
た
。
し
.か

し

、

イ
こ
ス
ラ
-
ル
.民

が

夢

想.し

た

歸

國

も

ク

ロ

'.货

 

更

に

ャ

.丨 

;.
ゥ

ェ

が
.1
«
:
-界

の
^

^
な

り「

.神
の
.選

民」

イ

：
ス-'
_フ
与
ル
が
世
界
の
救
濟
め
中
心
と
％
る
と
い
ぅ
第
一
:
:ー
イ
％
ャ
の
預
言
も
實
現
さ
れ
な
か
っ 

ん
.
.イ
ス
ラ
5
ル
我
は
第
一
一
イ
ザ
.ャ
を
語
っ
た
。

••
>
-

」

れ
に
對
し
.て
第
.二
イ
ザ
ヤ
は
自
國
イ
ス
ラ
ェ
ル
を「

主
の
し
る
べJ

に
擬
し
な
が
ら 

數
首
の
歌
を
も
.：っ
て
じ
れ
に
答
へ
た
。
イ
ス
ラ
.

H
；

ル
は
.戰

に

敗

け

、

捕

：わ

れ

て

敵

地

.バ
；
ビ
ロ
 

一

i

ァ
に
在
っ
て
苦
難
を
嘗
め
て
い
る
瑰
狀
を 

顧
る
と
き
は
政
治
的
に
は
無
論
失
敗
で
は
あ
る
が
、
宗

敎

霞

深

：い
意
味
を
4%
っ
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
を
か
。
'「

主
の
し
も
べ」

た
る
イ 

ス
ラ1

ル
.が
今
尙
苦
難
し
て
い
る
の
'は
決
し
て
自
。
の
罪
の
故
で
な
く
、
.'
-'-
自
ら
ば
罪
が
な
い
：の
に
全
世
界
の
人
々
の
た
め
£̂
そ
の
身
代
り 

•
と
な
：つ
て
1
の

罪

を

ぅ

け

て

嬪

罪

し

、

&

し
っ
：
つ.あ
る
:の
で
故
る
.。
、.全
世
界
め
人
々
は
そ
の
贖
罪
の
'

「
，

主
の
：し
も
べJ

.'

イ
ス
ラ
工
ル
の 

.何
保
に
よ
つ
.て
そ
の
罪
か
ち
救
^-
れ
、
"淨
め
ら
れ
て
や
が
で
メ
シ
ァ
時
代
の
平
安
と
幸
膨
を
享
け
る
こ
と
が
.で
き
よ
V

「

主

の

し

も

べ

」
_ 

た
る
イ
ス
一
！

\
キ
ル
は
芷
^
受
難
_の
メ
>
ア
.で
あ
り
、
贖
罪
.の
.メ
シ
ア
：で
あ
り
、
幸
福
を
も
た
ら
•す
メ
シ
ア
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ェ
ル
こ
そ
は 

異

邦

人

の

罪

，を
-'
«
い
、
彼
等
を
救
5 
メ
!>
ア「

世
界
•€
>
.光」

ど
な
を
の
で
あ
る
。
，し
か
も
，そ
の
よ
き
未
來
の
來
る
こ
と
は
遠
べ
i
な(

 

「

わ
れ
.わ
.'が.
_を
ち
か
っ
か
し
む
可
.け
れ
ば
そ
の
來
る
こ
と
遠
か
ら
ず
、
わ
が
救
お
そ
か
ら
ず
、
我
す
く
ひ
を
シ
オ
ゾ
に
あ
た
へ 

' 
わ
が 

榮
光
を
イ
ス
ラ
.ラ
ル
：
に

あ

た

へ
.ん
，

」

こ
と
に
.ェ

ゼ

キ-
ル
以
來
の
^
未
來
の
メ
シ
ナ
し
思
想
が
ブ
層
の
進
展
を
示
し
て
い
る
。

第
一:1

ィ
ザ
i

は
ク
ロ
、K

に
關
す
る
外
は
メ
シ
ア
o'
名
稱
は
現
わ
れ
て
こ
.な
い
が
、
こ
れ
ま
で
ダ
ビ
デ
の
末
裔
か
ら
生
る
る
榮
光
の
メ 

.
、シ

ア

と

し

て

待

望

ざ

.れ

よ

理

想

的

五

者

は

却

っ

て

「

受
難
の.し
も

べ」

.^-
る
べ
.き

こ
>'
'

が

こ

こ

に.暗
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
よ
り 

後
約
五
西
年
に
し
て
ナ
ザ
レ
^
イH. X

が
現
わ
れ
、
.イ
浓
ャ
書
第
五
十
三
章
に
お
け
る
；「

し
も
べ」

.

：

め
姿
は
ぞ
の
ま
ま
イ
ェ
ス
の
十
字
架 

の
迮
涯
と
見
る
と
と
が
.で
.き
歌
と
し
て
こ
こ
に
書
き
記
ざ
れ
た
贖
罪
€>
.預
言
：は
，イ
チ
ス
に
お
い
'て
成
就
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
^
き

「
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.
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: メ
^
ア
届
想
は
.-
ゼ
午
.
-ル
卜
第
ニ
イ
:^
ヤ
双
礙
.次

第

に

盛

ん

：と
な

1
且
：
つ

體

系

付

け

ち

れ

て

逯

に

古

.
へ
ブ
ラ
ィ
戚

 

.

の
傅
統
に
ま
で
發
達
し
：て
，行
つ
た
。
が
が
る
思
想
傾
向
を
生
&

に
：至
つ
ヾ
た
直
接
の
動
機
は
無
論
イ
ス
ラ
.ェ
ル
民
の
國
家
生
活
上
に
起
つ
た 

.

. 

.
破
局
^
！
!轉
で
あ
る」」

と
は
疑
な
.い

と
:-
ろ
.で
あ
'^
。
：卽
.ち
S
:::
イ
：ス
I
Kic
ル
王
：國
.

Q

南
#
兩
王
國
へ
の
分
裂
後
に
起
つ
た
亡
國
と
捕
囚
と 

.

:

•い
ホ
未
曾
有
の
事
態
の
た
め̂
:
-イ
ス」

フ
1
ル
民
が
.體
驗
し
た
名
狀
し
難
ト
絕
望
と
苦
難.と
.が
過
去
：に
\

ビ
デ
の
治
世
の
光
輝
と
幸
福
と 

.

い
ぅ
黄
金
時
代
を
も
つ.た
.彼
等
せ
し
て
新
な
る
ダ
ビ
デ
の•出
現
如
待
望
す
.る
^

'

こ

れ
と

.共
に

わ

れ

わ

れ

‘は
メ

 r
v

ア

思

想

の

形

成

と

發

展

の

上

^
興

え

た

外

來

思

想

の

影

響

を

忘

れ

て

.

.

は

な

^ ,
ぬ

。

そ

の

一

つ

は

ペ

ル

シ

C:
-
. 

- 

- 

■ 

• 

• 

.

ナ

- 

'-
-
-
:

• 

■ 

• 

' 

. 

■ 

•

.

.

. 

'ャ
の
宗
敎
思
想
の
影
響
で
あ
り'
今
へ
一
つ.は
于
於
プ—

'の
民
^
^
^
說
の
ぞ
れ
で
ぢ
る
が
パ
就
中
前
者
の
影
響
は
決
定
的
な
も
の
で
あ
つ 

-
.た
と
い
つ
て
；い
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ス̂
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ル
民
は
：五
十
年
間
、
捕
囚
と
な
つ
て
敵
國
バ
ビ
ロ
ー

「

ア
で
.在
活
ル
た
0.
故
國
へ
_
還
し
允
後
も
ニ
百
年
の
間
新
な.る
.征
服
者
：o 

‘ 

ペ
ル
シ
ャ
帝
國
の
主
權
に
隸
屬
し
た。
' そ
の
.線
果
ア
；ヶ
メ
ー
ー
ィ
ド
王
朝
治
下
化
ぺ
ル
シ
ャ
ど
の
間
に
政
治
的
に
も
經
濟
的
に
も
活
潑
だ
交

■

•
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1

盒

:
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:
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l
x
'-
-
^
^

通
が
行
わ
れ
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
，_ロ
ス
火
王
が
hへ
ル
シ
ャ
を
征
服
し
て
朿
方
諸
國
■を
ギ
リ
シ
.ャ
文
化
の
影
響
下
に
置
い
た
後
ま
で
も
、
ま
だ 

こ
の
關
係
は
絕
•え
な
か
っ
た
。
ベ
ル
シ
ャ
的
な
考
へ
方
や
宗
敎
思
想
は
こ

の

長

い

期

間

中

に

十：！

代

へ

ブ

ラ

イ

の
'思
想
界
を
支
配
し
て
色
.々 

の
方
^
に
多
大
の
影
響
を
與
^
幾
多
の
^
^
.い
.觀
念
を
.
'<3
:
.'ひ
起
し
た
。•；

.
.
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ン

-
.

，
ま

ず

善

悪

、
.：
明

暗1
.
1
1
兀
論
(0
';
.
土
ぬ
立
つ
と
:̂
ろ
.の
ぺ
：
ル
シ
：
.ャ
の
久
：ダ

ア

的

終

末

思

想

が

.ベ
へ
ブ
ラ
イ
.の
メ

 ：

シ
ア
思
想
の
形
成
と
發
展
の
上
. 

.
'に
決
^
的
な
影
響
を
興
克
ぢ
こ
と
は
否
ー
む

£.
'
と
於
で'き

汝
^

.-
'
::
、 

>

'
;
•■
■

.

.

.
ペ
ル
ツ
ャ
の
古
代
社
會
に
お
げ
る
普
遍
的
免
宗
敎
形
態
は
ア
フ
ー
フ
：々

ズ
ダ

(

A

r
r
a
m
a
z
d

fa
l
h
,>.h

n
r
a
-
M
a
z
d
a
)

の
神
を
、信
仰
す
る
宗

.
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'
■.
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敎

、
：
；
卽

ち
.譽

者

シ

：
ユ
.
•
トミ

 

マ
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M

i

l
敎
f
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.
:;こ
の

宗

敎..は

善

と

惡

、

.天

國

と

地

.獄
と
い
ぅ
；一

元
論
的
鞲
费
の
.上
に
立
'っ
。
.こ
の
.宗

教

の

敎

ぅ

る

と

こ

，ろ

.に
ょ
れ
ば.、
.S'
由
の
創
造
前

に
蒼
：穹

と

同

：一

の

锉

格

を

も

ち

、

'.
■
.
的

存

在

で

；
.あ
る
#
悪
.双
方
.に
對
し
て
不
偏
不
黨
め
中
性
的
地
位
に
あ
る
ゼ
ル
ヴ
ン(

z
r
v
a
n
)
：

之

.

:
• 

■ 

.

.

.
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• 

• 

• 
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• 

• 

; 

.

.

.
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.

稱
す
る
原
神
が
あ.っ
て
光
明
あ
り
、

芳
香
あ
る
ア
プ.ラ
.
マ
，ズ.'ダ

(
A
h
-
a
r
a
-
M

g-s
)

 

'と
暗
黒
に
し
て
，悪
臭
あ
る
ア
ン
グ
ラ
マイー
一
ユ

• 

. : 

. 

. 

' 

.

.
一
-

'

.、

 

'

- 

. 

. 

r
l
»

，
の
双
生
兒
を
f

l

ら
に
九
千
年
I

臨
I

し
た
。
ア

フ

ラ5

で
あ
る
。
ア
ン
グ
ラ

.マ
：
イ
ー
一
ユ
+は
^

の
.世
界
の
創
造
#
で
あ
り
、
、
暗
員
の
宭
主
で
あ
り
大
惡
靈.で
あ
.る
。
俞
者
の
創
造
し
た
も
の
は
一
切 

善
に
し
て
、
疋
し
く
、
後
者.の
創
造
し
た
'も
の
は
ず
•ベ
て
惡
し
く
邪
.で

あ

つ

：
て

、
：

#

宙
の
，歷
史
.は
.こ
れ
ら
善
惡
兩
祌.の
勢
力
•の
隆
智
消
長 

の
過
程
で
あ
っ
て
、
創
造
、

」

混
合
、
.分
解
の
三
際
に
分
た
れ
る
。、
創
造
と
は
光
明
の
神
の
業
で
.あ
り
、
混
合
は
惡
祌
の
侵
冠
に
ょ
る
善
悪.
 

世
界
の
混
合
で
.あ
り
、
分
解
と
は
そ
の
成
分
に.お
け
る
混
合
の
最
後
の
分
解
を
示
し
て
：い
る
°

ノ 

' V
:

.

.

.
'
.
一
,

一
千
年
と
い
ぅ
世
界
的
年
齡
の
最
初
.の
三
千
年
間
は
a
的
.創
造
を
特
徵
と
す
る
。
.卽
ち
善
靈
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
の
一
切
の
創
造
は
純

粹
の
靈
的
狀
態
に
造
ら
れ
、
超
感
覺
的
形
態
を
と
つ'て
い
る
。
最
初
の
創
邋
物
は
フ
ラ
グ
シ

(
F
r
a
v
i
s
h
i
)

で
あ
る
0
第一

1
0
三
千
年
は

• 

, 

. 

• 

. 

. 

* 

. 

.

.

-

:

.

精
神
的
な
も
の
か
ら
物
質
的
な
も
の
に
移
行
す
る
時
期
で
超
膝
鱟
的
な
天
.掘
的
創
造
物
は
物
質
的
卽
ち
可
見
的
狀
態
と
な
る
の
で
あ
る
ひ 

支
配
す
る
も
の
は
原
始
的
人
間
で
あ
る
ガ
ョ
ー
マ
ル
.

ト

(

资
7

|

识3-)

と
踅
始
的
牛
靈
の.
ゴ
ー
シ
ユ(

0

0

多)

と
で
あ
る0

惡
神
ア
ン
グ 

ラ
マ
イ1

1
.
H
.

は
こ
の.
時
期
に
始
め
て
、
か
の
地
獄
の
■

世
界
か
ら
光
明
の
世
界
に
侵
入
し
一
よ
ぅ
と
す
る
が
、
ア
フ
ラ
マ
ズ
.ダ
の
た
め
に
阻
止 

.

さ
れ
る
。

..

ノ 

.

'

■
-

.
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. 

-

V
 

. 

.

V
 

:

.

,

.

.「

第
三
の
三
千
年
はア
ジ
グ
ラ
マ
イ
ー
一
ユ
の.
.

光
明
世
界
へ
の
侵
人
：と
人
類
の
原
始
的
歴
史
が
形
成
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
ア
ジ
グ
ラ
マ

.

イ 

■

.

.

一一
 

ユ
は
光
明
の
世-#
に
侵
入
す
る
に
當
つ
て
、
こ
の
.

世
界
を
守
遵
す
る
光
明
を
恐
れ
て
卵
の
：形
を
.

し
て
侵
入
し
、'
そ
の
她
'

に
.
死

と

滅

亡

と
 

を

普

く

散

布

し

彼

の

，
軍

隊

は

創

造

物

o

上
に
*

«

'0

よ
ぅ
に
飛
散
し
て
順
次
こ
れ
を
汚
毒
し
た
。M -
.始
的
人
間
も
原
始
的
牛
靈
も
彼
の
た 

I
 

.
め

に

壞

滅

せ

ん

と

し

た

時

に

彼

ら

は

，
そ

れ

ぞ

れ

精

液

を

殘

，
し

た

0

'-
ガ
3'

丨
マ.
ル
ト
.

の
：精
液
か
ら
は
最
初
の
男
マ
シ
ユャ
ク
§

1
3
^)

、

と
女
マ
シ
ャ
ナ
ク(M

a
s
b
a
n
a
g
)

と
が
生
れ
、
ゴ
ー
：'シ
ユ
の
精
液
か
ら
は
牛
が
生
れ
义
同
時
に
；

「

死
ず
べ
ぎ」

惑
を
混
.じ
た
る
地
上
の
あ

:

.

■

.6

.ゆ
る
生
物
が
生
れ
て
き
ち
か
く
の
如
く
し
：：て
：ん
類
の
歷
*'
は
始
ギ
サ
1

.

.:

■-
■
:
.
■•
.

■

.

.
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.

第
四

2
ニ
千
年
は
善
惡
混
合
物
の
分
解
ず
石
時
期
で
あ.つ'て
具
濃
的
に
は'預
言
者
ず
ラ
ッ
シ
ユ
：ト
ラ
の
生
誕
か
ら
最
後
蕃
判
の
日
に
至

.
“

る

ま

で

：
の

峙

期

で

.

あ
つ
て
我
.

々
：の
瑰
在
す
る
現
代
も
亦.こ
の
兰
千
年
中
の—*
斯
で
あ
る
。
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.
■
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•
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-
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■

:-
の
世
界
的
年
齢
の
最
後
の.
}一

1

千
年
に
：ば

一
切
の
：事
物
の
：終
末
の
徵候
が
，現
わ
れ
始
办
る
よ
る
よ
？

に
な
る
。
.太
陽
の
班
點
、
あ
ら
ゆ

.

V

'

.

.

る
罪
藤
の
成
熱.
、
：大
地
、
：
の
荒
廢
、
：人
人
の
肉
體
的
道
德
的
頹
廢
が
：卽
ち

.

こ

れ

ら

：で

^

最
後
の1

:

千
年
に
は
最
後
の
'預
言
者
サ
オ
シ.
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.
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H:

ヤ
ン
ト(

s
a
o
s
h
y
a
n
t
)

が
"

メ
シ
ア
ど
し
て
轭
わ
：れ.る
。；
.

こ.
の
時
期
に
は
、
人.間
は
次
第.
。
食
欲
を
失
い
遂
に
は
水
だ
け
’
生
き
る
狀
態

.
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一
：

と
な
り
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「

次

い

福
|

復
活
|

業
が
開
始
さ
■

ァ 

f

'

次
い
で
マ
'

 

シ

ユ

ヤ

ク

と
マ

シ
ャ

ナ

ク

、
.

そ
し
て
善
人
と
惡
人

AJ

が
再
生
す
る
。
こ
の
再
生
はメ
シ

ア

た

る
サ
：オ
シ

ラ

ヤ

ン
ト
の
手
で
行
わ

、
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三
田
學
會
雜
誌
：
第
四
十
五
卷
第
ナ
ニ
號： 

• 
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. 
ニ
〇

へ
へ
三
3
 

:■
:れ
る
。
：_

の
職
間
に
突
如
と
し
て
无
豸
か
ら
慧
星
.

(
G
o
c
h
i
h
s

が

墮

落

し

て

世

界

を

震

駭

さ

せ

：ボ

■'
■中
の
一
切
の
鑛
物
ば
溶
解
し
て
白
熱
$
る

-'
大
鑛
流
を
炎
す
の
で
1
る
0
:こ
れ
は
善
人
！̂
び
惡
人
が
.通

過

す

る

こ

.
と

に

よ

っ

て

必

ず

受

け 

7

.-
ね

ば

な

ら.ぬ
神
の-試

煉

で

あ

る

。
：

.善

人

ば.ぞ

れ

を

恰

も

；溫

い

牛

：乳

の

よ

う

に

快

適

に

感

ず

る

が

、

.:

.
-惡

人

に

ば

無

上.の
；恐

ろ

し

いM

i
の

. 

，
'
で

あ

る

。
：
こ

の

白

熱

の

鑛

讓

は

：一

.切
を
淸
淨
に
し
、(

惡

，人

さ

え

も

そ

の

穢

れ

か

ら

.激

化

さ

れ

る

。
.
こ

の

鑛

流

は

最

後

は

地

獄

を

も

淨

化

し

v

 

.て
：、
そ
れ
を
光
明
世
界
の
一
部
に
.加
克
る
。
-善
は
悪
に
勝
ち(

1
.

切
の
羅
惡
は
.こ

の

ー

世

界

か

ら

消

失

し

へ

..
ー

切

办

善

は

こ

こ

に

完

戎

さ

れ

' 

.
- 

- 

• 

• 

• 

■ 

. 

•

■■
'
:る

。
：善
_

ア
フ
ラ
>

ズ
グ
ぼ
.遂
に
絕
歡
的
優
位
者
と
な
り
、':
か
く
て
地
上
に「

善
の
、王
國」

ぺ
^

|
ぎ
备
容
1

^

5が
出
現
ず
る
。
す
べ
.て 

;'
.
.の
人
.々

は
今
や
光
明
：の
神
ア
フ
ラ
マ
ズ
グ
办
ー
：っ
，

0:
意
志
ど
な
：っ
て
存
在
す
る
こ̂
と
な
へ
る
が
そ.の
眼
人
々
.は
幸
福
に
暮
ず
。
地
は
平
.野 

.

の
如
く
.な
る
0
;萬
人
にA

J

つ
て
在
る
も
の
は
唯
、
、_ー
0
の
.爾
語
.、
_
1
.つ：の
，法
律
、..

.
1

つ
の
政
治
の
み
21
な
：る
0
か
く
て
最
勒
の
人
間
で
あ 

，'る
ガV

丨
マ
ル
ト
の

1|
]
始
^-
た
世
界
新
生
の
事
業
は
最
後
の
預
言
者
负
メ
シ
，ヤ
で
あ
る
。

■:
■'■サ
オ
シ
一
ユ' 
ヤ
y

ト
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
の
で 

あ
る
。
.こ
れ
は
ま
こ
と
に
典
禮
的
な
千
年
王.國
說
、

(
c
s
i
a
s

思

と

い

う
^
 ̂

'

:

•

•

こ
の
ペ
ル
シ
ャ
.の
終
末
觀
め
影
響
は
.頗
る
深
大
で
あ
っ
て
'「

ダ 

，及

び

新

約

の

諸

書

に

見

え

る

.メ
シ
ア
思
想
は
そ
の
：基
本
權
舉
に
お
い
て
全
く
べ
：ル
シ
ャ
終
末
觀
と
向
ブ
で
あ
づ
士
、
い
わ
ば
.そ
の
換
骨
奪 

胎

と

稱

し

て

，も

恐

ら

く

過

言

で

は

あ

る

.ま
い
。

.>
;

」

.れ

.ら

.へ，ブ
ラ
イ
の
諸
書
は
ル
ナ
ン
の
言
う
よ
う
に
べ
ル
シ
ャ
の
終
末
思
想
を
た
^

ユ
ダ 

ヤ
的
に
表
現
し
た
も
の
^
あ
る
。
こ
の
思
想
ば
.世
#:
を
1£
げ
て
ロ
ー
マ
に
炙
で
は
い
り
込
み
、
そ
，こ
で
も
亦
多
數
の
預
言
詩
に
靈
感
を
與
.

.
'
え
、
.彼
^
を
し
：て
世
界
の
新
生
と
黄
金
時
代
の
到
來
を
歌
わ
し
め
龙
：の
で
あ
€

:

:

.

,:
•

. 

'

..次

に
5
ン
ブ
ト
思
想
が
ら
の

.影
響
に

.，っ

い

て

は

务

く

を

語

る

必

耍

な

く

唯

' 

一
言
で
■充
分
で
あ
る
.
0 
メ

シ
-T
-
思
想
に
關
し
て
イ
ス
ラ'

H
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- 

.
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.

.
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が

エ

ジ

プ

ト

か

ら

學

ん

.だ
も
の
は
メ
シ
.ア
と
し
て
の「

理
想
王」

.the 

i
d
e
a
l

 

K
i
n
g

の
：觀
念
で
.あ
る
。
ナ
イ
ル
河
溪
谷
に
隊
わ
を
專

.
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承
は
歡
喜
と
繁
榮
の.
.一
時
代
が
天
地
神
：

Q
.

子
に
し
て
理
想
王
た
る.オ
シ
リ
ス
.(O

s
i
r
i
s
)
：

の
治
世
に
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ

,

• 

.

.

. 

- 

.

.
の
過
去
の
理
I

の
I

を
過
去
か
ら
未
來S

し
て
、.■こ

主

の

S

「
H

ジ
プ
' ト
は
先
進
國
.で
あ
り
叉
ィ
ス
ラ
ェ
.ル
玛
と
ェ
.ジ
ブ
ト
と
の
關
係
が
出
挨
及
時
代
から
密
接
頻

繁

，で

あ

つ

た

こ

と

を

思
え
ば
ィ

ス

.
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.
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ラ
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ル.民

が

ェ

%

ブ

ト

か

ら

「

理

想

；王

」

.の
觀
念
を
學
.ん
ゼ
こ
と
は
家
县
に
知
な
ゔ
る
こ
と
土
思
わ
れ
る
。
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こ
の
ょ
う
に
し
て
形
|

£

ィ
ス
ラH

ル
.の
メ
シ
ア
思
想
が
從
來
の
如
く
譽
の
形
式
を
と
ら
す
、
夢
や
幻
に
ょ
る
義
の
豪
と 

い
う
形
式
を
と
っ
た
の
が
所
謂
默
汞
文
學
で
あ
.っ
て
、

特
に
紀
元
前
一
一

o
〇
年
か
ら
紀
宂
ー
_五
〇
年
乃
至
ニ
0
〇
年
に
至
る
時
代
に
盛
行 

し
た
が
、
そ
の
最
初
の
最
も
代
表
的
な
％
の
は
ア
ン
.テ
オ
コ
ス
.、

ェ
.ピ
フ
.ァ
ネ
ス
時
代
の
熱
心
な
1
_
名
4
ダ
ヤ
人
に
ょ
つ
て
作
ら
れ
、
 

古

代

の

實

者

グ
 

一
一

H:

ル
の
名
を
冠
せ
ら
れ
た
*'
,卽

ち

グ

ー

一

ェ

ル

書

が

こ

..れ
で
あ
る
。
 

ン

こ
の
著
者
は
新
な
る.メ
シ
ア
信
仰
の
準
備
と
そ
の
信
仰
の
術
語
と
を
創
造
し
、
メ
グ

ア
に
對
す
る
希
望
に
決
定
的
表
現
を
輿
え
て
、
最• 

初
の
歷
史
哲
學
と
も
い
う
べ#
も
の
の
礎
石
令
置
い.た
0
\メ
シ
T
は
も
：は
や
ダ
ビ
デ
、

ソp.
モ
ン
の
C
と

き

王
で
は
な

く

、

神

政

者

に

し
,

て
モ
ー
セ
の
徒
で
あ
る
ク
ロ
ス
め
ご
と
き
者
で
.も
な
く
、.雲
に
乘
っ
て
現
わ
れ
な
神
の
子
で
あ
っ
て
、
人
間
の
，姿
を
.と
り
世
界
を
審
判
し

i
 

.
 

• 

■
 

•• 

.
 

• 

••

メ
.シ
ア
思
想
め
起
原
と
發
展
.

*

■

/

■'
.

パ
' 1

ニ

パ

八

.三
五
>



三
田
學
#
雜
誌
、第
四
十
五
卷
第
十
二
號
：

 

二

三

(

八
'
一
 H

O

 

て
黄
金
時
代
を
治
む
べ
き
超
自
然
的
存
莅
者
で
あ
っ
た
。

、

\

 

, 

.

■'
:
,
.
:
>
»約
聖
:«
'0
中
^
:€(

1
^

な
か
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
硏
究
は
危
險
な
も
の
、卑
し
い
も
の
や
せ
い
ぜ
い
女
性
に
裝
身
具
の
代
用
と
な
る
位
の
も
の
だ
>と
公
言
さ
.れ

.、
パ

レ 

ス
チ
ナ
の
學
者
た
.ち
は

こ
の
文
化
を
紫
じ「

豚
を
賀
ぅ
者
と
自
分
の
子
に
ギ

リ
シ
ャ
の
舉
問
を
敎
え
る
苕
とj

に
.同

じ

呪

い

を

か

け

た

.0
-

い 

ず
れ
に
せ
ょ
、
ギ
リ
シ
ャ
文
化
は
ナ
.ザ

，
レ

の

ょ

ぅ

な

小

さ

な

町

み

^
ゆ
い
汐
こ
ん
で
い
^
か
づ
た
で
だ
か
ら
ギ
リ
シ
ヤ
.の
學
問
の
い
か
な 

る
要
素
もV

 H.

ス
に
ま
で
.は

屆

か

な

が0
.た

。
：.
#は
.
.本
ダ
，ヤ

敎

ょ.

cv

外

に

ば

：何

も

知

ら

な

：か

--
)
,た
0
彼
ば
旣
に
ギ
リ
シ
ヤ
、

P丨

.マ
等
に 

.ょ
0
:て
實
證
學
問
の
方
向
が
言
明
さ
れ
て
い
た
時
代
に
.生

れ

な

が

ら

、
：
全

く

超

郎

然

的

な

考

え

方

の

ぅ

ち

に

：
生

活

し

て

い

た

.の

で

あ

る0
.、.

.

.イ

H

X.
の
根
本
思
想
は
.始
め
か
ら
神
の
國
の
建
設
で
あ
つ-た
。
.「

神
の
國J

、

あ
る
い
.は
..：

「

天
國」

'の
名
は
世
界
に
も
た.ら
し
た
：革

新
.

. 

* 

* 

- 

.

.

.

.

.

を
.表
現
す
る
た
め
に
イ
エ
；
ス
が
好
ん
だ
言
葉
で
あ
る
が
、

.
こ
の
言
葉
は
メ
シ
ア
に
關
す

.る

殆

ど

す

ベ

て

の

言

葉

と

同

様

に

，
ダ

.ニ
CC
ル
書
か

ら
出
た
■

で
I

。
ぞ

ー

ネI

で
は
、
達

の

國

枕--
|
聖
者
の
國」

(

聖
徒
國)

と
呼
ば
れ
_て
永
遠
に
存
續
す
る
も̂

で
知
る
と
い
ぅ
9
で
あ
る
。
 

.•

.

'

 

.

.

.

.

.

•
 

* 

•

.

.

ス
 

.

.

.

. 

.

.

.

.

:
難
が
こ
.の
祌
0
國
を
實
親
す
る
の
で
あ
る
か
。
ィ
，
H

X
は
.自
分
を
神
意
.の
實
行
者
で
：あ
りV
.
S國
を
實
現
す
'る
：「

人
の
.子

|

で
あ
り
、

-1
刺
^
子」

で
あ
，る
.メ

グ

ア
と
考
え
た
？
が_

の
國
は
生
や
さ
し
い
こ
と'で
は
» '
ら

れ

な

、
い

。

神

の

國

は

激

變

と

裂

け

る

±-
ぅ

な

苦

痛

と
 

.を

も

つ

て

漸
.<
樹
て
ら
れ
る
、、へ
き
も
：
•の
，で
あ
る
。
神
の
國
は
メ
シ
ア
に
關
す.る
默
示
錄
的5?

想
の
文
字
通
り
の.成
就
.で
あ
る
。
.イ
.エ
ス
の 

ス
シ
ア
的
默
示
錄
的
思
想
は
そ
の
完
全
な
敗
で
次
.の
如
く
要
約
す
る
こ
と
が
：で
き
る
。

V
.

:

'..

べ

^̂

、
人
類Q

現
在
，の.li
t
界
は
悪
に
治
め
ら
れ 

>、サ
'^
ン
は
こ
の
世
の
玄
で「

あ
り
、
す
べ
て
は.こ
れ
に
從
っ
て
い
る
。

こ
の
秩
序
は
終
末
に
達
，
 

す

る

.0
こ
の
終
末
は
大
變
革.で
.あ
り
:'
分
晚
の
苦
痛
.に
似
た
苦
惱
.で
あ
り
、.
奇
異
な
現
象
.を
も
.つ
て
豫
吿
さ
れ
た
陰
鶴
な
災
厄
に
次
い
で

.

.

.

. 

. 

>
• 

C

. 

.

- 

.

.

.

. 

.

. 

-
-■ 

.

.

.

.

.

や
っ
て
X

る
パ
リ
ン

.ゲ
ネ
シ
アw

p
a
l
f

 n
e
s
i
)

卽
ち
新
生
で
あ
る
。

，

眞
晝
に
人
：の
子
の
兆
が
天
に
現
わ
れ
る
。
ノ
こ
れ
.は
、

V
ナ
ィ
山

の
幻
の
よ
う
に
：蟲
き
歎
く
幻
で.あ
り
>'
-
,大
い
.な
る
敗
、
雲
を
裂
き
、.
,«
光
は
ニ
瞬
に
し
て_東
よ
り
西
に
閃
き
渡
る
。
メ
シ
ア
は
榮
光
.と
威 

容
と
を
ま
^

が

：御
使
を
率
い
喇
叭
の
灣
と
共
に.雲
：に
乘
..つ
て
く
る
。
：
彼
：

Q

弟

藤
り
.̂
シ
ア
は
裁
き
を.行
う
0
' 

:
:
マ

：
.
、
丨

ゾ

 

.

.：•
-
ム 

' 

:

. 

广 

,

こ
_の
裁
.き
で
、：

人
々
は
.そ
の

所

業

ね

よ

，
り
、

t

二
種
類
に
分
け
ら
.れ
る
ゾ
 

選
.ば
：れ
た
る
者
は
世
の
始
め
よ
り. 

設

け

ら

れ

だ

が

樂

レ

い

：住

居

^
は)

い
り
、.

'̂-
で
：光
を
着
て
、.：
ア
デ
.ラ
：̂
ム
'
.施
*
、
M

W
者
た
ち
の
：設
け
た
宴
に
つ
く
？
そ
れ
は
少
數'
 

で
.あ
る
。
殘
饫
の
#.
;
は
ゲ
へ
ナ
o
f层
に
行
く
。'ゲ
へ
ナ
は
工
ル
サ
レ
ム
の
西.に
あ
る
谷
で
あ
る。
' そ

こ

で

は

色

々

の

時

，
期
に
火

t祭
が 

行
.わ
れ
、
パ
そ
の
場
所
は
ご
み
捨
場
の
よ
う
に
な
つ
て
い
.る
。
だ
か
ら
、.
ゲ
へ
ナ
は.ィ
キ
ス
.め
考
え
^
は
、
：暗
い
淫
み
な
浴
、'火
に
滿
ち
た
.

.
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\ 
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■
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.■..-■:
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.地
下
の
.深

淵

：
で
：
あ

る

。

.甲
け
ら
れ
た
者
は
こ̂

で
惡
魔
や
そ
.の

手

下

で

あ

％

反

逆

の

.天

使

令
 

本

、

こ

が

暗

い

：
苦

し

ぃ

：
焉

の

眞

屯

ぬ

：知

：
つ

て

.、
：
：
閉

さ

れ

：ぢ

で
あ
る
。
；樂
園*
ゲ
へ
ナ
も
終
る
こ
と
は
な
い
。
梁

P

と
ゲ
へ
ナ
と
は
越
え
名
ご
：と
办
で.き

な

い

深

淵

で

へ

だ

て

ら

れ

'て

い

る

ァ

人

の

子

:

メ
シK

ば
祌
'©
葙

に

坐

じ

て

へ

逢

他

界

ど

人

類

と̂̂
^

• ,

.•

.•

.
 
-
.
.■:
.■'
.
. 

, 

: 

-':
• 

■
 

.. 

' 

...

•

.

こ
れ
が
ィ
:ェ
ス
の
メ
シ
ア.思
想
の
要
旨
で
あ
る
が
、
そ
れ̂
ぺ
：
ル
.シ

ャ
.の
宗
敎
思
想
の.影
響
を
最
も
う
け
た「

グ
ー
チ
ル
書」

及
び
聖 

:書

外

典

：允

る
2 :
;^;
ク
«」

-1
女
»

0

の
託
宣
じ
-1
モ

.1
;
-
:
:
;

セ
弃
天
記
^
^

な
い
の
で
.故
％

ィ
エ
.
.
.
ス
-は
.同
時
.代

の
^;
々

ゼ

-
に
す
ぎ
な
か
づ
た-の

で
-^
る
°

\

.

 

. 

: 

.

.

.

.

.

.

V:

ぐ
.：こ
れ
ら
す
ベ.て

の

：こ̂
を

ィ
H
;x
;
:自

身

む

弟

子

蜜̂ 

い 

:

ソV
,

.へ
>
.
ア̂
戚
想
：
の
起
原

'と
袭
展
:>
''
-へ
0
丨
.
.
.
:
:
.
v
_
/

ベ
':
丨

'■
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:
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' 

、
る
? 0
1

示
錄
の
始
め
と
終
り
と
に
あ
る.「

時
は
近
付
き
た
^」

と
，
い

う

撥

刺

と

し

た

宣

言

と

絕

ぇ

ず

繰

り

返

さ

れ

た

3

あ
I

は
き
く 

べ
し」

と
い
う
呼
び
か
け
は
、
時
代
を
通
じ
て
、
希
望
と
糾
合
と
の
叫
び
で
あ
つ
た

Q

で
あ
る
。
 

:

’
、
ィH
ス
は
ス
シ
ア
君
臨
の
時
を
S

ら
れ
る
と
'
.い
つ
も
拒
ん
.で
答
ぇ
な
か
：つ
た
。
あ

る

時

ぎ

、
こ
の
大
い
な
雷

の
.い
つ
で』

る 

力
は
父
の
枝
か
知
ら
ず
、
％
は
御
使
に
も
子
に
も
こ
.れ
を
拽
ら
さ
か
つ
一
た
。

.
ィ
ェ
ス
は
絕
ぃ
兄
ず
證
し
た
、
そ
の_

V
M

、

ロ
'ト
の
夺 

? €
>
ノょ
う
に
不
零
あ
る
。
い
つ
名
出
.か
け
ら
れ
る
h
う
に
心
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
；̂

.
人
の
子
は
、
盗
人
の
ど
，と
べ
思
わ
ぬ
時
に
く

.

人
：寒

メ

赛

は

地

平
'贫

か

ぢ

觸

赢
^

氣

■

■

ぇ
：に

參

尨

風

雨
■

為
と
篇

の
■

■

分

'ハ：が」

.一
世
灌
末
の
大
異■

起
る
と
f

 

■
た
。
感

人

■
.
動

き

廣 

i

千
八
瓦
年
. 

ご
た
ー
つ
て
■
.

■

■

れ■
,

つ

た

セと
を
.實

茶
 

..
:
:
.

.

.
ー

.&
上

述

べ

空

.-
5
な
ー
ィ
_

u

つ
て
生
き
た
一
。
他
界
の
夥
末
を
明
丹
に
も
見
ょ
う
と
U

.T
、
ひ
た
す
ら
こ
-o
世
を
#.
,
-續
.せ

紙

.る
に
し
か
役
立
た̂'
:-
い

も

の
は

す

べ
 

'
.一
て
無
用
の
も
の
と
見
な
さ
れ
た
ぐ
。
財
産
を
望
む
心
は
缺
點
と
み
な
さ
れ
、
す

べ

获

を

地

に

繫

ぐ

も

の

レ

て

人

を

天

ょ

り

外

ら

す

も

. 

の
ぼ
避
け
う
る
ベI

あ
つ
た
。
結
婚
し
て
い
た
弟
子
は
多
か
つ
た
が
、
ノ

宗

派
猿
巧
つ
た
後
；は

|

婚
姻
を
結
ば
な
が
つ
た
。
獨
身
と

，
休

止

は

神

め

；
國

の

象

徵

で

4

よ
I

考

え

裂

た。
：
'

あ
る
で
■あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
た.。
：特
に
ョ
ハ
ネ
は
そ.の
一
人
.に
遠
い
：な
い
者
と.
.見
な
さ
れ
て
い
た
。
.ョ
ハ
ネ
は
決
し
て
死
な
な
い
と

• 

. 

V 

.

.

.

.

.

.

.

.
 
人
■.
 

-
 

• 

. 

. 

- 

• 

' 

•
- 

-
.
.
.

信
じ
て
.い
だ
.人
々
%•
大
勢i

た
。
そ
れ
は
人
々
，が

偶

々

ョ

c

ネ
の
高
齢
を
み
て
、.神
が
^

;
ス
の
言
槳
を
實
現
：さ
ぜ
ょ
う
と1
て
:'
-

ョ
< 

i

大
い
I

日
、
：：メ
シ
ア_

の
日
.委

 

■

到
來
す
る
も
の
と
信
じ
切
っ'て
.主
と
並
ん
.で
座
位
に
っ
く
自
分
を
早
く
も
貌
像1>
'
て
-い
.た
。
し
か
る
に
、
メ
シ
ア
の
日
に
逢
う
た
め
に
神

.
- 

.

.

.
I
. 

... 

- 

.:. 

•
. 

' 

-

'に
ょ
つ
て
生
か
さ
れ
て
：い
る
と
信
じ
：ら

れ

て:vv
た

ョ
.ハ
'不
が
死
ん
で
し
ま
う
と
、
多<.
:の
人〗

々
.の
メ
シ
‘ア
：信
仰
は
播
い
だ
。
世
界
は
ィ
エ 

■

X
の
預
言
に
反
し
、
，..弟
子
麓
の
信
仰
を
裏
切
づ
て
、

一

'向
に
終
り
.は
.し
な
い
^
ま
、

.し

.つ
こ
く
存
在
し
っ
づ
け
て
行
っ
て
、
こ
の
メ
タ
ア 

思
想
の
間
違
い
.で
：あ
石
こ
と
を
具
體
的
に
示
し
て
行
つ
た
。

ョ
ハ
ネ
の
死
後
乃
至
、

.
ィH

ス
を
見
た
人
々
の
中
の
誰
，で
も
ょ
い
、
最
後
の

生
存
者
が
死
ん
だ
後
は.ィ

H

X
の
默
示
：思
想
は
虛
僞
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

.
：
：
.

.
' 

/ 

.
'
-
1

... 

:
•
.
,
•

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

- 

.

.

.

し
か
し
な
が
ら
、

V 
メ
：シ
ア
.田
心
想
が
與
え.た
.夢
幻
と
猶
喜
ほ
ど
曾
て
、
.'
A
間
.の
.胸

を

湧

き

，
立
.た

せ

た

こ

と

は

な

か

つ

た

‘

.0

.
こ

の

夢

幻

と

歡 

.
喜
.と
に
人
類
は
そ
0
地
上
か
ら
伸
び
..上
ろ
う
.と
苦
難
.の
努
カ
を
し
な
が
ら
、
自
分
幺
次
地
：に
，線
び
，っ
け
て
い
る
紛
の
重
り
や
、

'こ
の
世
の
.
.

;

生
の
苦
惱
を
1
時
忘
.れ
果
て
た
.

で̂

あ

る

。

.

.
ゾ

;

:
ぺ

.

,

:

.ゾ「

3

■;
:

.

:'
マ

::
メ
シ
ア
歡
德
梂
瑰
實
に
裏
切
ら
れ
て.甚

し

ぐ

力

を

失

：
っ

た

が

：
、

決

し

て

死

滅

し

た

.の
で
は
な
い
，。
神
の
國
沿
無
限
の
追
求
、,こ
の

空

想
. 

.

的
天
國
は
、
，，現
代
に
至
る
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
改
萆
者
を
鼓
吹
ム
た
と
ト
ろ
の
ー
强
い
未
來
へ

.の
ギ
能
の
原
動
力
と
な.っ
た
。
完
き
社
會
の
建 

:'
■
設

を

目

指

す

；
こ

の

；
ー

.見
甲
斐
の
：な
：い
努
カ
は
、_眞
の
キ
：リ
ス_ト
敎
徙
を
、
べ
常
に
瑰
狀
と'の
鬪
爭
に
.お
い
て
强
赛
と
な
し
た
：異
常
な
勇
氣9
.

:

へ
源
東
と
な
0

^
の
^
あ
.各
。
が

べ

て
'

「

祌
の
國」

之
、

そ
の
完
全
な
表
象
：で
あ
る
メ
：シ
ア
'と
の
觀
念
は
、
あ
る
意
味
で.は

、
：
人

類

進

步
9

.

.
•
•
- 

. 
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' 
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S
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- 

...

.最

も

高

く

最

も

詩

的

な

表

規

で

あ

っ

た

.;
0
,.無

論

メ

シ

ア:0
到

來

に

對

す

る

，
考

克

方

は

時

代

に

^

っ
て
色
々
に
變
っ
た
。
中
世
で
は
敎
父
達 

を
し
て
世
界
の
不
平
等
に
向
っ
て
反
抗
の
努
力
を
續
け
.ざ
せ
夂
。
：

P
お
か
て
：
' 
原
始
ギ
リ
ス.4

敎
徒
の
渴
仰
と
極
め
て
■

似
の
渴
仰

.
メ
シ
ア
思
想
の
'起
原
と
發
展
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を
抱
い
.た
理
瀨
的
社
會
實
現
の.
'廣
ガ
は
ク
あ
る
意
味
で.：、
：.：茼

-=

未
來
め
あ
ら
ゆ
々
思
滿
を
芽
生1.
.
.め
.る

大

樹

の

枝

，

：
つ

^

あ
る
に
す
ぎ
な
い.デ
'ん
間
の
仕
ぅ
社
會
改
造.
0

-と
：い
.ぅ
こ
..の|
|ロ
葉
の
.土
に
接
ぎ
た
さ
れ
：て

少

く-;
と
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あ
ろ
ぅ
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.
メ
シ
ァ
思
想
が
宗
敎
を
阿
片
な
り
と
し.て
排
擊
こ
れ
つ
と
め
た
マ
ル
ネ
シ
ズ
A
、
，
共

產

主

義

そ

れ

自

體

.の

.裡
に
存
在
して
.，ハ
る
の
を
見

る
こ
一
と
は
掏
に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る。.

,

■ 

V 

,

..

.

.

..
 

.

.

.

.

.

. 

-• 

-
 

... 

.
 

• 
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• 

■

.

本
來
、
：象
敎
と
；社
會
主
義
と
は
根
本
に
お
い
：て
相
规
濟
す
る
も
の
で
は
：

.な
く
'
>
:た
だ
に
兩
立
ず
る
や
み
な
ら
ず
、
が
し
ろ
社
會
主
義
へ
：
 

め
偏
向
を
動
機
付
げ
る
も
の
：が
麋.々
：宗
敎
.で

あ

つ

た

ど

一

い

.ぅ
事
實
；は
サ
ン
V
Vシ
モ
z
、
ラ

，ム
ネ
、
ハ
ヮ
ィ
ゼ
リ
^
グ
等
の
宗
敎
的
社
會
主
義 

の
塲
合
に
徵
し
’て
も
明
ら
か」

で

ぁ

今(

.彼
等
の
社
會
主
義
が
メ.：
ッ

ナ

思

想

に

貫

ぬ

：
か

.れ

て

ぃ

：：る

ご

：
と

「

は

當

然

で.ぁ

っ

て.少

し

も|

は

な

い

。
ぺ
と
こ
ろ
が

"マ
へ
ル̂
グ
^

み
.
.
0共
廣
主
義>
:の
：場

合

：は

聊

か

異

な

る

.ゃ
マ
、.ル
^

,

* . 
, 

, 

'
•::
•:
•
:
: 

? 

--r 

. 

- . 

' 
•
. 

パ： 

.... 
' 

• 

- 
► 

.

.

的

她

界

觀

の

上

に

立

：，
つ

科

學

的

社

會

主

義

，で
あ

石

：と

.い

わ

れ

て

い

る

。

：ブ

 

い
か
に
見 

え
る
6
の
：
科

學_
祖
會
虫
義
の「

聖
域
し
^
實
は
參
分
の
メ
'
:

.

シ
3
思
想
が
..伏
在
し
て
v>
る
の
み
か
V
.お
し
ろ
と
の
^
殳
が
マ
ル
ク
シ
ズ
ム 

.
の
庄
盛
.な

る

活

動

力

之

な

つ

て

い

る

と

い

ぅ

事

®

が

認

め

：ら

拃

る

。

そ

.し
，
て
こ

の

>

」

决

は

夙

にマ
サ
リ
ク

、

ベ
ル
ジ
ャ
.，g

ア
、
.ゾ
ン
バ
.ル 

■.ト
、
小

眾

.'
,
>
.
.
、'、
丨
ゼ
ス
等
に
よ
つ
て
.、
；
叉

近

く

杖
；！ 

r
lパ

ー
や

ド

ウ

ソ

ン

等

に

：よ

.つ

て
-̂
指

摘

含

れ

て

い

る

と

ど

ち

で

あ

る

.:
0 

•.

マ
ル
>.
ス

は

イ

ス

ラ' 
ル

の

子

で

あ

..つ
た
。

'

そ
し
て
、.

(

そ
の
衝
在
意
識
：に
：は
す
べて

：.

の
優
4
な

K

クK ;

ル
人
に
見
あ
れ
る
メ
シ
ア
思 

'猶

が

：潜

ん

で

い

だ

。
，
：
彼

ぱ

そ

'の

民

族2
霧

的

根

基

か

：ら

離

れ

、
臧
^

:

れ
た
衡
馨
が
_

つ
.て

被

办

心

に

預

言

乾

的

熱

摄

を

よ

び

さ

ま

し

た

。
，
：
し
：か

a

人
間
の
.精
神
的
本
質
馨
に
獲
得
し
.た
知
的
な
學
說
に
よ 

つ

て

決

定

さ

故

る

わ

け

に

は

ゆ

か

な

い

。
.
彼

は

^ ,
の

本

質

の

深-̂
に
.'お

い

て

傲

然

と

.
じ

て

イ

ス
.
ラ
エ
ル

人
で
あ
る
。
彼
は
神
な
く
し
て
實

、
.

，
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規
さ
れ
る
.地
.上
^「

神
：の
_」

の

到

來

を

信

じ

て

：
い

だ

。

.
マ
'ル
次
.メ
^
 

H

ル
民
で
な
く
て
ブ
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;
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.
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.
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.

.
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. 

.

.

.
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.

口 

.レ
ク
リ
ア
.で
.あ
る
。
ブ

Ft
レ
タ
リ
ア
が
メ
シ
ア
で
あ
り
、
人
類
の
：解
放
.者
で
あ
り
、
そ
し
て
救
濟
者
で
あ
る
0 

:こ
の
.新

な

る

メ

シ

ア

は

• 

' 

• 

. 

.... 

.

.

. 

• 

•... 

. 

■ 

' 

•. 

.

力
と
榮
光
と
を
も
づ
'て
現
わ
れ
、
.あ
ら
ゆ
る
.：
メ
ー

シ
；：

'T
的
希
望
を
實
現
す
る
で
あ
ろ
5
。
-:
.
:

； 

.
:■
:

■

■: :

.. 

'

マ
ル
ク
ス
は
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
古
代
ィ
ズ
ラ
エ
ル
，民
の
.そ
れ
よ
り
％
6
に
大
な
る
：德
性
を
興
克
た
0
.プ
ロ
_,レ
.タ
；リ
ア
は
他
め
す
べ
.て
の 

階

級

が

舰

に

搾

取

：の

原

罪

：に

穢

れ

で

v>
る

に
#]
;
：ら

ず

、
.：
こ
：れ.か
.ら

自

由

で

あ

：る
"

%
れ
は
純
潔
せ
^
^
^

.人
間
を
代
表
ず
る
。：
彼
'̂
の
5
ち
.に

こ

そ

人

間

と

；勞

働

と

の

眞

芷

な

.る
性
格
が
表
明
き
れ
る
。
-:
:
::'
-; 

V

.:
: 

.
.•
一

:,' 

'、
..ベ
ブ
ラ
^
人

の

：：
メ

シ

ア

.的
史
観
に
舍
氣
れ
る
砮
V
ろ
の
三
'̂

、の
對
立
、
.異

邦

人

に

對

す

备

神

の

嚴

：じ

い

密

判

、

:'
.
'
,
イ

：ス
：
？

ラ

.•
'

'

"
メ
へ
シ
ネ
思
想

^

二

い

'
.
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I

い
ず
れ
も
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
各
々
そ
の
對
應
的
要
素
を
見
，い
だ
し
て
い
る
。
驚

に

對

應
す
る
も
の
は
ブ
，

レタ
リ
ア
で
あ

り

.
、 

異
宇
人
に
P
备

る

ネ
の
は
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
で
あ
り
、
神
の
密
判
に
對
應
す
る
も
の
は
社
會
革
命
で
あ
り
、
そ
し
て
選
民
が
メ
シ
ア
：王
：
 

國
で
復
權
す

る

と

い

ぅ

信

仰

は

、

マ
ル
，ク
ス

で

.は
ブ
ロ
レ
ク
リ
ア
が
共
產
社
會
で
解
放
さ
れ
る
と
い
ぅ
命
題
の
形
態
を
デ
く
づ
て
い
る
.

.

.

 

ベ
ル
？

エ
フ
が
マ
ル
ク
ス
の
革
I

を
ブ
ロ
タ
リ
ア
的
メ
シ
ア
思
想
と
呼
び
、
ず

ソ

ン

が
社
會
的
默
示
錄
と
い
つ
て
：■

の
I

に

、
適

切

為

る«

_
で
：あ_

«
わ
：
れ

る6者
 

■ 

'
:
i
.
:

::
:
\
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-

f 

■
:しがし,
一
マ
權

な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
理
想
社
食
が
到
來
す
る
と
き
、
キ
リ
ス
ト
敎
で
は
そ
れ
が
靈
の
終
り
に

し
か
來

な
い
と
考
え
る
の
に
對
し
て
、

マ
レ

午

資

本

論

麵

德

來

る

と

：信
:^
^
 ̂

ヘ
キI

ト
缴
は
歷
史
の
贖
罪
备

就

ど

は

資

本

主

義

の

終

り

に. 

:
4
■
會

主

義

の

讀

杧

雇

，

ら

ず

し

孓

人

類

の

爱

全

體

の

襄

に

來

,

の
社
會
組
織Q

後
に
学
來
る
な
ど
と
は
藍
し
な
い
。g

ち
終
末
の
時
期
i

し
て
T

K

ト
敎
で
は
顏
の
霹
が
な
さ
れ
て
い
る

.
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衡
豫
算
の
乘
數
效
果
に
關
す.
る
•

.

:

:

理

論

：の

現

實

的

安

當

除

，
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膨
脹
效
果
か
收
縮
澈
果
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.
1
.との
問
題
■は)

.
'日
本
財
政
學
會(

十
月
.

十
：，

一
日
、
早
稻
田
大
學
に
於
て
開
催)

で
硏
究
報
^i

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
に
九
月
中
旬
の
經
濟
學
部

.

:.
施
究
俞
で
發
表
し
、
.ま
た
大
學
院
の
財
政
學
.專
攻
班
:'
'
©演
晋
、
大
學
部
の
硏
究
會
で
V
こ
の
.問
題
を
提
示
し
て
多
く
の
論
舉
も
し
た
。
.
.い.ろ
い
ろ
考
え
，

.

.

.

.

.

.

.

.

■

.さ
亡
ら
れ
る
所
が
夺
つ
た
.0
日
本
敗
政
學
會
で
は
此
政
學
者
だ
け
.に
'報
吿
し
..た
の
で
あ
る
か
ら
' 
要
旨
だ
け
を
述
べ
た
が
、
：本
難
の
.讃
者
は
必
ず
し
も

.

.

.

.

.

.

.
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.

.
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ぐ

.

.

.
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.

.

•
財
政
學
專
攻
者
ば
か
り.で
ば
な
«/
>か
ら
、.若
.干
の
說
明
を
附
け
加
え'る
こ
と
に
し
た
。
從
て
硏
究
報
吿
，の
原
文
ょ
り
も
長
い
も
の
に
な
：つ
て
|/
>る
。
：

.. 

.

y 
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